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富山県の西北部に位置し、能登半島付け根東側にあたる氷見市は、海の幸、山の幸に恵まれ、定住を

はじめた人々の生活の場として、数多くの文化財を生み、そして育んできました。

特に室町時代には、能登と国境を接することもあり、数多くの山城が市内に築かれ、その多くが今も

その面影を残し、中世という時代を今に偲ばせております。

これらの貴重な文化財を保存し、そして活用を図るため、氷見市では主要城郭測量等調査を進めてお

ります。

平成13・14年度に実施しました飯久保城跡に引き続き、今回は千久里城跡の調査を行い、多数の成果

を得ることができました。

本書が今後の保存・活用の基礎資料として資するところがあれば幸いです。

なお、調査にあたりましてご協力を賜りました地元をはじめ、関係機関・関係者のみなさまに厚くお

礼を申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氷見市教育委員会

例
▲

▲

壷∃

1本書は、氷見市教育委員会が国庫補助金・県費補助金を得て、平成15・16年度に実施した阜人量城

跡の調査報告書である。

2　調査は富山県教育委員会文化財課、富山県埋蔵文化財センターの指導・協力を受けて、氷見市教育

委員会が実施した。

3　調査事務は氷見市教育委員会生涯学習課が担当した。担当者は下記の通りである。

課長池田晃・主査（文化総括担当）尾矢英一・学芸員鹿瀬直樹

4　調査は氷見市教育委員会生涯学習課主査大野究が担当し、廣瀬が補佐した。

5　本書の編集・執筆は大野が担当した。

6　発掘調査参加者：谷内健一・安土健三・下野孝男・万田栄作・宮崎活・菅沢正美・飛田健三・山下

巽・後山健作・干場勇一（以上、氷見市シルバー人材センター）

7　調査にあたって、以下の機関・個人の方々からご指導・ご協力を賜った。記して感謝申し上げる

（敬称略）。

中尾地区・大野地区・上田地区

酒井重洋・高岡徹・斎藤隆・越前慶祐（以上、富山県埋蔵文化財センター）、中居敏雄・長井重吉・

越田太作（以上、地元）



目　　　次

第1章　調査に至る経緯

第2章　千久里城跡の立地と歴史的環境

第3章　調査の成果

第4章　ま　と　め

参　考　文　献

付　編　千久里城関連史料

図　目　次

第1図　周辺の遺跡

第2図　千久里城実測図

第3図　千久里城縄張図

第4図　千久里城縄張図

図版目次

3

6

7

7

第5図　千久里城跡周辺平面図………………　9

第6図　千久里城跡平面図　……………………11

第7図　トレンチ配置図

第8図　Iトレンチ断面図……………………14

第9図　Ⅲトレンチ断面図…………………‥・15

第10図　Ⅲトレンチ断面図……………………16

第11図　遺物実測図

第12図　B郭東側空堀変遷想定断面図………18

第13図　B郭・C郭間堀切変遷想定断面図…19

第14図　氷見市内の南北朝期城郭……………23

表　目　次

第1表　周辺の遺跡

第2表　氷見市内主要城郭の規模・立地傾向　22

第3表　鞍河氏関連年表

図版一（1）千久城跡空中写真

（2）千久城跡空中写真

図版二（1）B郭東側の空堀

（2）B郭東側の空堀

図版三（1）Iトレンチ

（2）Iトレンチ

（3）Iトレンチ土層

図版四（1）B郭・C郭間の堀切

（2）B郭・C郭間の堀切

図版五（1）Ⅲトレンチ

（2）Ⅱトレンチ土層

（3）Ⅲトレンチ土層

図版六（1）C郭・D郭間の堀切

（2）Ⅲトレンチ土層

図版七（1）B郭とその土塁

（2）B郭とその土塁

（3）B郭からA郭を望む

図版八（1）C郭とその土塁

（2）作業風景

（3）出土遺物



第1章　調査に至る経緯

富山県の西北部に位置し、能登半島の付け根東側にあたる氷見市は、歴史的にみると越中にありなが

らも能登の影響を強く受けた地域といえる。これは中世においても例外ではなく、越中・能登両勢力の

接点として、軍事的な緊張が絶えずあったと考えられ、市域には南北朝期や戦国期の城郭が、これまで

に約50カ所確認されている。

これらの城郭は、規模の大小、記録や伝承の有無にかかわらず、それぞれが中世氷見の歴史を知る上

で、貴重な文化財といえる。

しかしながら、市内の丘陵の多くは里山として人々の営みと今も深く結びついており、これら城郭の

周辺に開発の手が及ぶことも多い。

そこで氷見市ではこれらのうち主要な城郭について測量等の調査により基礎的な資料を得て、今後の

保護・活用に役立てる方針を立てた。

調査の対象となる城郭の選定にあたっては、まず近世の絵図に古城跡として記されている阿尾城跡・

森寺（湯山）城跡・小浦（池田）城跡・荒山城跡・飯久保城跡の中で、調査や活用があまり行われてい

なかった飯久保城跡を取り上げ、平成13・14年度に測量調査と試掘調査を実施した。

これに引き続き、平成15つ6年度は市中央部に位置する千久里城跡を取り上げ、測量調査と試掘調査

を実施した。

千久里城跡は南北朝期の史料に登場する城であるが、現在残る縄張からは、戦国期にも拡張されて使

用されたと考えられている城である。

氷見市教委では、昭和63年度にアンテナ工事に先立ち、小規模な発掘調査を実施しており、石敦が確

認され、遣物も出土している。

それ以外では良好な状態で遺構が保存されているが、現在は地元の人もほとんど足を踏み入れること

がない状況である。

一方、麓の中尾地区は、能越自動車道の通過ルートとなり、隣接する大野地区には氷見インターチェ

ンジが建設されることになった。これに先立ち、中尾地区では平成14～16年度に神明北遺跡・中尾茅戸

遺跡・中尾新保谷内遺跡の本調査が、（財）富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所によって行われ

た。

道路工事も順次進んでおり、この数年で中尾地区の様相は大きく変貌し、今後も様々な開発が予測さ

れる地域となった。

このような状況のもと、今後の保存や活用の基礎資料とするため、千久里城跡の調査を行ったもので

ある。
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第2章　千久里城跡の立地と歴史的環境

氷見市は、富山県の西北部に位置し、地理的には能登半島の付け根東側にあたる。昭和27年の市制施

行から昭和29年までに、太田村を除く旧氷見郡1町17村が合併し、現在に至っている。面積は約230正、

人口は約5万7千人である。

市域は、南・西・北の三方が標高200～500mの丘陵に取り囲まれ、東側は約20kmの海岸線をもって富

山湾に画している。丘陵は新第三紀と第四紀層から成り、山間部では地滑りが多く発生する。市北半部

は、上庄川・余川川・阿尾川・字波川・下田川といった小河川とその支流から成る谷地形であり、上庄

川流域以外ではまとまった平野が少ない。市南半部は、主として布勢水海が堆積してできた平野と、そ

の砂唱として発達した砂丘から成る。

千久里城跡は、市中央部に西から東に向けて張り出した朝日山丘陵から上庄川流域の北へ向かって突

き出した支丘の頂部に位置する。

城跡の最高地点は標高137．4mであり、地籍では泉・大野・中尾・上田の各地区にまたがっている。

海岸線からの直線距離は約4kmである。

城跡東側の平野には現在建設中の能越自動車道のインターが設けられる予定であり、市内でも今後開

発が進むと予測される地域である。

次に、城跡周辺の遺跡について概観しておきたい。

縄文時代：朝日山丘陵の東裾に国指定史跡朝日貝塚が所在する。前期から晩期まで長期間にわたる遺

跡である。鞍川寺田遺跡は詳細不明である。

弥生時代：中期では鞍川中B遺跡がある。上庄川に注ぐ流路ほとりの低地に営まれた遺跡である。後

期では鞍川金谷遺跡・鞍川横羽毛遺跡・糠塚南遺跡・沖布A遺跡がある。いずれも丘陵縁辺部から微高

地に営まれた遺跡である。弥生終末期では朝日山丘陵上に朝日大山遺跡がある。

古墳時代：上庄川流域は氷見市で古墳が最も多く築かれた地域であるが、朝日山丘陵北側から中尾地

区にかけては、分布が希薄である。千久里城跡から東に向けて派出する各丘陵尾根先端には、古墳が単

独もしくは数基程度築かれている。各尾根を積極的に利用しているものの、弥生時代の開発状況や周辺

の古墳の様相からすると、古墳の規模が小規模であり、その差の解明が今後の研究課題として残ってい

る。

古代：上庄川流域と朝日山丘陵をはさんだ布勢水海北側地域は、阿努荘の範囲である。上庄川下流周

辺の潟や湿地がどの程度の広がりを見せていたのかが鍵となるが、中尾地区周辺は安定した農地があま

りとれなかったと考えられている。古代の集落は丘陵裾部を中心に営まれていたらしい

中世：中世の遺跡も丘陵裾周辺に分布する。中尾地区の中尾ガメ山遺跡と、西朴木地区の西朴木フル

ヤチ遺跡では、埋納銭が出土している。両遺跡は朝日山を横切る山道で結ばれており、阿努荘とそこか

ら分かれた相浦村の境界に位置している。何らかの宗教的意味で埋納された可能性がある。

－2－
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第1表周辺の遺跡

No ！　 遺 跡 名 種　　 別 ！　 時　　 代 No！　 遺 跡 名 ！種　 別 】　 時　　 代

1 唐島遺跡 散布地 匝 世 ・近世 52 序 尾新保谷内遺跡 ！集落 桓 墳 ・古代・中世

2 稲積三ツ屋前遺跡 散布地 桓 代 53 庫 明北遺跡 ！集落 序 世

3 稲積三屋野遺跡 散布地 古代 54 大野江渕遺跡 集落 ！中世

4 加納金言遺跡 散布地 古代 ・中世 55 大野南遺跡 散布地 古代 ・中世

5 諏訪野B 遺跡 散布地 古代 ・中世 56 大野沢遺跡 散布地 縄文 ・古代

6 諏訪野A 遺跡 散布地 古代 57 K B －3遺跡 散布地 古代

7 加納蛭子山古墳群 古墳 古墳 58 大野中遺跡 散布地 古代

8 加納横穴群 横穴 古墳 ・飛鳥 59 K B －2遺跡 散布地 古代

9 木谷城跡 城館 中世 60 沖布B 遺跡 散布地 古代

10 加納新池古墳群 古墳 古墳 61 糠塚南遺跡 散布地 弥生後～中世

11 加納谷内遺跡 散布地 縄文 ・古代 ・中世 ・近世 62 鞍川中A 遺跡 その他 中世 ・近世

12 加納桜打遺跡 散布地 古代 63 鞍川中B 遺跡 その他 弥生中・中世 ・近世

13 加納中程古墳群・加納城跡 古墳 ・城館 古墳 ・中世 64 沖布C 遺跡 散布地 古代 ・中世

14 加納中程経塚 経塚 中世 65 沖布A 遺跡 散布地 弥生～古代

15 七分一堂口遺跡 散布地 古代 66 鞍川横羽毛遺跡 散布地 弥生後～古墳

16 七分一古墳 ・古墓 古墳 ・塚 古墳 ・中世 67 鞍川D 遺跡 集落 古代 ・中世

17 七分一遺跡 散布地 弥生後 ・古墳 ・中世 68 鞍川A 中世墓 墓地 中世

18 七分一B 遺跡 散布地 古代 ・中世 69 鞍川金谷遺跡 散布地 弥生後～古墳

19 柿谷土谷山古墳群 古墳 古墳 70 鞍川C 遺跡 散布地 中世

20 柿谷大口遺跡 散布地 中世 71 鞍川諏訪社遺跡 散布地 中世

21 中村城跡 城館 中世 72 鞍川B 中世墓 墓地 中世

22 中村横穴群 横穴 古墳 73 鞍川寺田遺跡 散布地 縄文

23 上田D 遺跡 散布地 古墳 74 七軒町遺跡 散布地 縄文

24 上田南儀遺跡 散布地 縄文・古代 75 朝日山城跡 城館 中世

25 上田E 遺跡 散布地 不明 76 朝日大山遺跡 散布地 弥生後

26 上田F 遺跡 散布地 古代 77 蓮乗寺中世墓 墓地 中世

27 上田G 遺跡 散布地 中世 78 上白寺中世墓 墓地 中世

28 上田B 遺跡 散布地 中世 79 朝日寺山古墳群 古墳 古墳

29 上田A 遺跡 散布地 古代 80 朝日長山古墳 古墳 古墳

30 上田古墳群 古墳 古墳 81 朝日谷内横穴 横穴 古墳

31 泉横山遺跡 散布地 古代 82 朝日橋詰遺跡 散布地 中世

32 領毛A 遺跡 散布地 縄文～古代 83 I

84 I

85 I

86 ！

87 ！

88！

89！

9可
中

92 i

93 1

94 1

可

96 ！

97 I

98 ！

99 ！

1叫
叫

102！

朝日貝塚 集落 縄文～中世

33 泉古墳群 古墳 古墳 朝日潟山古墳群 古墳 古墳

34 領毛B 遺跡 散布地 古墳 比美浜遺跡 散布地 古代 ・中世

35 泉往易古墳群 古墳 古墳 十二町潟排水機場遺跡 散布地 縄文 ・中世

36 泉A 遺跡 散布地 縄文～古代 十二町矢崎横穴群 横穴 古墳

37 泉谷内口古墳群 古墳 古墳 十二町津野遺跡 散布地 古代

38 泉C 遺跡 散布地 古代 十二町ガメ山古墳群 古墳 古墳

39 中尾喜城古墳群 古墳 古墳 荒館B 遺跡 散布地 縄文・中世

40 泉B 遺跡 散布地 古墳 ・古代 荒館ソモギ遺跡 墓地 中世

41 千久里城跡 城館 中世 荒館A 遺跡 城館 中世

42 竹里山岩屋堂 その他 中世 十二町島崎遺跡 散布地 弥生後

43 中尾隅崎古墳群 古墳 古墳 島崎城跡 城館 中世

44 泉中尾廃寺 社寺 古代 坂津B 遺跡 散布地 弥生

45 中尾茅戸古墳群・中尾茅戸中世墓 古墳 ・墓地 古墳 ・中世 坂津横穴群 横穴 古墳 ・飛鳥

46 中尾茅戸遺跡 集落 古墳 ・古代 ・中世 坂津遺跡 散布地 古代

47 中尾神子谷内古墳 古墳 古墳 西朴木古墳群 古墳 古墳

48 中尾ガメ山遺跡 その他 中世 西朴木フルヤチ遺跡 その他 中世

49 中尾山田遺跡 散布地 古代 西朴木ドゥガヤチ遺跡 l墓地　 ！中世

50 中尾横穴群 横穴　 】古墳 酎 卜木ジョウコウジ遺叫 散布地　 ！古代 ・中世
可 中尾高塚古墳群 古墳　 ！古墳 中谷内遺跡　　 ！集落　 ！縄文 ・古墳 ・古代 ・中世
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第3章　調査の成果

第1節　聞き取り調査

測量・試掘調査に関連して、千久里城及び周辺地区の地名や伝承などについて、地元の方々から聞き

取り調査を行った。

調査は平成16年4月27日、中尾公民館において実施した。地元参加者は、中居敏雄氏（中尾地区）、

長井重吉氏（中尾地区）、越田太作氏（大野地区）である。

聞き取りの成果のうち、地名や山道については第5図に示した。

千久里城関連では、

・C郭東裾の窪地を「ウマノアシアライバ」と呼ぶ。

・長光寺西北の水田付近を「ヤドメ（矢止）」と呼び、これは城から放った矢がこのあたりに落ちた

という言い伝えに由来するらしい。

・かつて竹里の岩屋堂の前を適って城へ登る山道があった。

・B郭は戦前松林だったが、戦後しばらくは豆畑になっていた。

・C郭とD郭は地元の薪山になっていた。

といった話を聞き取ることができた。

しかし城主や、より詳細な縄張に関する伝承は、得ることができなかった。

第2節　測量調査の成果

これまでに発表されている千久里城の実測図・縄張図を第2～4図に示した。

第2図は氷見高校歴史クラブが作成したものである。A郭とB郭部分の略測であり、特にB郭の規模・

形状・土塁の様子が初めて明らかにされた点で重要である。

第3図は高岡徹氏、第4図は佐伯哲也氏による縄張図である。細かい点で解釈や表現の違いがあるが、

これらの図によって見張台的性格のA郭と、その北東に連続するB・C・Dの三つの郭を中心に、そこ

から派出する各尾根に防御ラインを施すという千久里城の基本的縄張が示され、城の全貌が明らかになっ

たことは大きな意義がある。

また、両氏によって現存の縄張りは南北朝期ではなく、戦国期の特徴をもつこと、戦国期の居城者と

して、国人鞍河氏の可能性が指摘されている。

市教育委員会では、より詳細に城跡の状況を把握し、今後の保存・調査の基礎資料とするため、測量

調査を実施することにした。

測量調査は平成15つ6年度の二カ年にわたって、城全体の平面図を作成した。作成は業者委託とし、

原図の縮尺は1／500、等高線間隔は1mである。

測量成果を1／2000に縮小したものを第6図に示した。

千久里城の範囲は、南北約240m、東西約280mに及ぶ。

郭と考えられるのが、A～Eの5箇所である。このうちA～Dの4つの郭は、最高所のA郭から北東

方向へ一列に並び、城の中心部分を形成している。これに対してE郭はA郭から東方向に派出する尾根

の先に位置する。

－5－
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第3図　千久里城縄張図（高岡徹氏作成）高岡1990、氷見市教委2001S＝1／2，500

第4図　千久里城縄張図（佐伯哲也氏作成）佐伯1992　S＝1／2，500

※方位を合わせるため天地逆にして掲載
－7－



A郭は標高137mで、4×10mの最高所と、その東側の一段低い6mX5mの平坦面からなる。最高

所からは、阿尾城跡や上庄川中下流域の平野、十三谷の南半と守山城跡、さらには伏木・岩瀬方面の冨

山湾岸まで見通すことができる。A郭は、物見台として利用されていたのであろう。なお、A郭南側の

尾根には堀切が2本配置されている。

B郭は50×30mの規模で、C郭側に土塁がある。C郭は30×20mの規模で、D郭側に土塁がある。D

郭は40×25mの規模である。郭の標高は、B郭が119m、C郭が117m、D郭117mであり、C郭とD郭

はほぼ同じ高さである。各郭の間は堀切で区切られており、B・C郭の間の堀切は空堀となってB郭東

裾に回り込んでいる。また、三つの郭の両側面には帯郭がめぐっている。北西側の帯郭は、南端がB郭

側に大きく入り込み、その下は大規模な竪堀になっている。B郭下から北へ延びる尾根には、堀切が2

本配置されている。D郭から北東へ延びる尾根には、堀切が1本配置されているのに対し、D郭から東

へ延びる尾根には堀切が3本配置されている。特にD郭裾の堀切は竪堀となって南東方向へ延び、谷底

近くまで続いている。

A郭から東へ延びる尾根には、切岸・段・片堀切が連続し、E郭へ到達する。E郭は10×30mの規模

で、北・東・南の三方向が切岸となり、縄張の東端になっている。またE郭北側の中腹からは北へ下る

竪堀があり、これはD郭東裾から延びる竪堀と谷底で連結している。

以上、現状の千久里城跡の構造をみると、東側、特にE郭尾根とその北側の谷に対して厳重な防御が

施されていることがうかがえる。

第3節　発掘調査の成果

昭和63年度の調査

千久里城跡では過去に1度、発掘調査が行われている（大野1992）。

調査は中尾地区のテレビ共同受信アンテナ建設に先立ち、昭和63年11月17日から12月13日までの延べ

12日間、氷見市教育委員会が主体となって行った。調査地点はA郭三角点東側の一段低い場所で、調査

面積は7．5m2である。

調査区では性格不明の石敷遺構と穴が確認され、古代土器・中世土師器・鉄釘が出土した。土師器は

15世紀中頃と16世紀初め頃のものである。

この調査成果により平坦面全体に遺構が残る可能性が出たため、テレビアンテナは工法を変更し、A

郭南の斜面に建設された。

平成16年度の調査

今年度の調査は、測量調査の補足として、堀切・空堀部分に3カ所の調査区を設定して行った（第7

図）。調査期間は平成17年3月16日から3月25日までの延べ5日間である。

調査はいずれも人力により、地山岩盤層まで掘り下げた。

Iトレンチ（第8図）

B郭東側の空堀の様子を確認するために設定した5．5×1mのトレンチである。

この空堀は、B郭とC郭の間にある堀切がB郭東側にまで延長したものである。空堀は、B郭北東角

から郭の裾に沿いながら南へ延び、B郭東南角付近で一旦途切れる。現況での長さは約35m、幅は4～

5mである。

発掘調査の結果、この空堀には一度改変されていることが判明した。

最初の空堀は、現況よりもかなり深く掘られたものであり、堀底は現地表面から2．3mの深さである。

－8－
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断面はいわゆる薬研堀の形態を呈しており、斜面の傾斜角度は東西とも40～500である。

この空堀は、第7・8層によって底部から約70cmが埋没したのち、第6層によって途中まで埋め戻さ

れ、現地表面から深さ60cmほどの浅い堀に改変されたと考えられる。

この浅い堀の覆土である第5層から中世の珠洲と土師器が出土した。

Ⅱトレンチ（第9図）

B郭とC郭の間にある堀切とテラスの様子を確認するために設定した5×1mのトレンチである。

現況ではB郭北端の土塁の下に幅約2m、長さ約30mの堀切があり、さらにその北側のC郭裾には幅

約2mの犬走り状のテラスがある。

発掘調査の結果、この堀切も一度改変されたことが判明した。

最初の堀切は、現在テラスになっている部分から掘り込まれており、堀底は硯地表面から2mの深さ

である。断面は薬研堀の形態を皇し、斜面の傾斜角度は北側で約300、南側で500である。

この堀切を第2・4～11層によって埋め立て、テラスが造成された。堀切は、まず第1ト8層の順に

南側斜面が埋められ、次いで地山岩盤を拳大に砕いた第7層を一気に盛り、第2・4～6層でテラスを

造り出している。第7層には若干拳大の川原石も混ざっていた。そしておそらくこの作業と同時に、新

たにB郭の裾に幅の狭い堀切が掘削されたと考えられる。新たな堀切の底は現地表面から1mの深さで

ある。断面は薬研堀の形態を呈し、斜面の傾斜角度は南北とも約500である。

第7層から土師器細片が出土した。

Ⅲトレンチ（第10図）

C郭とD郭の間にある堀切の様子を確認するために設定した2．5×1mのトレンチである。

発掘調査の結果、堀切の底は現地表面から工1mの深さであることが判明した。断面は薬研堀の形態

を呈するものであり、斜面の傾斜角度は500　から600　である。

なお、このトレンチから遣物の出土はなかった。

遣物（第11図）

出土遺物のうち、Iトレンチ出土の3点を図示した。

1は中世珠洲中型婆の口縁部である。口径は38cm、胎土は白細砂粒を多く含み、2mmほどの自砂粒を

若干含む。焼成は良好で、色調はHue5B6／1青灰色である。珠洲編年のⅣ期後半、14世紀後半の

ものであろう。

2は中世土師器小皿破片である。口径は8．4cm、胎土は自細砂粒と海綿骨片を若干含む。焼成は良好

で、色調はHue7．5YR8／8黄橙色である。15世紀中頃のものであろう。

3は中世土師器小皿破片である。口径は8cm、胎土は海綿骨片を若干含む。焼成は良好で、色調はH

ue7．5YR7／6橙色である。15世紀中頃のものか。

まとめ

今年度の発掘調査は堀部分の3カ所、面積は合わせてわずか13m2であったが、表面観察だけでは得る

ことのできない新たな知見を得ることができた。

特に、IトレンチとⅢトレンチではそれぞれ堀部分が一度改変を受けていることが判明した。これら

の改変は、共に当初あった堀を埋め立て、犬走り状のテラス面を造り出す造作である。ただ、Iトレン

チが黒褐色土によって空堀を埋め立て浅くしたものであるのに対して、Ⅲトレンチは地山岩盤破片で堀

切全体を埋め立て、その横に新たな堀切を掘削するものであり、両者の内容には差が認められる（第12・

－12－
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13図）。また、改変の時期を示す遺物の出土もない。従って、両トレンチの改変が同時に行われたもの

であるかどうかについては、それを断定する資料は得られていない。しかしながら、この堀がB郭を防

御する一連のつながりをもった堀であること、結果的に堀とテラスという同様の施設を造り出している

ことから、ここでは改変が同時に行われたものと考えたい。

一方Ⅲトレンチでは、現況よりも堀底が深く、角度も急であることが確認できた。

出土遺物は少なく、時期のわかるものはIトレンチ出土の3点のみである。これらはいずれも改変さ

れたあとの空堀覆土からの出土であり、廃城後の二次的堆積の可能性が高い。珠洲嚢は14世紀後半頃、

土師器は15世紀中頃の資料であるが、嚢は使用期間が長い資料であるため、これらは同時期の可能性も

ある。なお、昭和63年度の調査では、15世紀中頃の土師器がまとまって出土しており、今のところ千久

里城では15世紀中頃の資料が最も充実している。

Iトレンチ・Ⅱトレンチで確認した城の改変がいつ頃行われたものであるかについては、第4章で改

めて考察を行いたい。
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第11図　遺物実測図（1＝1／3、2・3＝1／2）

ー17－

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm



第12図　B郭東側空堀変遷想定断面図（1／100）
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第13図　B郭C郭間堀切変遷想定断面図（1／100）
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第4章　ま　と　め

史料にみえる千久里城と竹里山
ちく；j　　ちく：）さん

ここではまず、史料にみえる千久里城・竹里山についてまとめておきたい。なお、関連する史料は付

編にまとめた。

まず、千久里城については、南北朝期の史料に名前がみえる。

付編史料一は、観応3年（1352）の軍忠状である。

将軍足利尊氏と弟足利直義の対立に端を発した観応の擾乱は、直義方の有力武将である桃井直常が、

康永3年（1344）から観応2年（1351）まで断続的に越中守護であったため、越中は反幕府方の拠点と

なっていた。観応3年6月、桃井氏討伐のため能登守護吉見氏の軍勢が越中へ侵攻し、8月まで氷見北

部地域一帯で激しい合戦が続いた。この時、桃井方の拠点のひとつに「千久利」城があった。

付編史料二は、延文4年（1359）の軍忠状である。

史料一の合戦があった観応3（改元して文和元）年の9月までに、井上俊活（暁悟）が越中守護に復

帰した。井上は、桃井直常以前の越中守護であったが、康永3年（1344）に解任され、一旦追討されて

いる。井上の再登用は、足利一族の細川氏・斯波氏を投入するまでの中継ぎ的意味であったとみられ、

井上は延文元年（1356）12月から同4年までの間に再度罷免された。同4年7月その討伐のため能登守

護吉見氏の軍勢が越中へ侵入し、10月には井上方が越後境に追撃され没落している。この時井上方の拠

点のひとつに「千久里城」があった。

史料一での主戦場は木谷城周辺、史料二での主戦場は白河城及び木谷城周辺であり、二つの史料に見

る限り、千久里城は出城的性格であったと考えられる。

中世史料に千久里城の名前がみえるのは、今のところこの2点のみであり、戦国期の史料には登場し

ない。

さらに千久里城は、近世における城郭の基礎的文献である「越能賀三州志」「越中志徴」などにも記

載されず、加賀藩関係の絵図類に記された古城跡からも欠落している。

ただ、「越中古城館址記」に中尾村古城としてわずかに記載されており（付編史料三）、城としての記

憶が全く失われていたわけではないようである。

さて、城跡のある場所は、A郭部分が周囲の丘陵稜線からひときわ高い独特の地形を呈しているため、

「竹里山」の名前で呼ばれている。竹里山は近世には富山湾に敷設される定置網の位置を決める「山目」

の目印になっていた（付編史料四・五）。

一方、竹里山の中腹には岩屋がある。この岩屋については、『越中志徴』に宝暦14年（1764）の旧蹟

調書を引用した記事がある（付編史料六）。また、享保20年（1735）の氷見三十三所観音霊場の木札に

よれば、竹里山は第17番札所であった（付編史料七）。この岩屋の起源は不明であるが、地元には竹里

山に真言宗の寺院があったという伝承があり、中世にまでさかのぼる可能性がある。

このように、近世において千久里城は、地域的には城としての伝承が残っていた可能性があるものの、

公的には城跡としての認識はなかったと考えられる。その代わりこの場所は、その地勢や岩屋の存在か

ら「竹里山」の名称で、目印となる山、あるいは信仰の山として認識されていたといえる。

近代に入ってからも、『氷見郡志』（明治42年刊行）には飯久保城・阿尾城・森寺城が掲載されるが千

－20－



久里城の記載はなく、また『富山県史跡名勝天然記念物調査報告』第十四輯（昭和十五年刊）に掲載さ

れている「阿尾城址」（島尾正一著）の中でも、周辺の城跡として引用されているのは飯久保城・池田

城・中村城・森寺城であり、やはり千久里城についての記述はない。

従って竹里山が城跡として広く認識されるようになったのは、戦後のことと考えられる。

郷土史関係の文献の中で最も早く千久里城を紹介しているのは、『氷見の文化財』（氷見市文化財保存

会、昭和31年刊行）であり、城跡では阿尾城・森寺城・飯久保城・池田城・白河城とともに、竹里（千

久里）城が掲載されている（付編史料八）。

氷見市は昭和27年8月1日に氷見町と三つの村が合併して誕生し、その後も周辺の村々との合併が進

み、昭和29年4月1日に現在の市域となった。氷見市文化財保存会は、同29年9月に新氷見市の文化財

保護・顕彰を目的として設立され、市教育委員会内に事務局が置かれた○史跡めぐりや旧家の史料探訪

などの活動を行う中で、新市の文化財日録として作成されたのが『氷見の文化財』である。この本のあ

とがきには、掲載する文化財を選定するために設けられた基準・原則が九箇条掲げられているが、その

中に「必ず特別委員が最近調査して確認したものに限る。（伝聞によるものは採らない）」とある。この

本の執筆を担当した特別委員は、会長の嶋尾正一氏のほか、斉藤道保、児島清文、橋本芳雄の各氏であっ

た。文責は明らかではないが、「竹里城址」本文の記述からしても、実際に現地に足を運び、遺構を確

認しているものと考えられる。

このように千久里城は、町村合併を機縁に地域の文化財が見直される中で、文献史料と現地遺構が認

識されて、氷見市の主要な城郭のひとつに位置づけられるようになった。

南北朝期の干久里城

第2表は氷見市内の主要な城郭33カ所について、規模と立地の傾向を示したものである。規模の傾向

を示す要素として主郭の面積を横軸にとり、立地の傾向を示す要素として主郭標高と平野もしくは最も

近い集落との比高を縦軸にとった。

主郭面積は30m∠から2350m2までみられるが、大部分は800r正までにおさまる。逆にそれを越える城郭

は、惣領コツデラ城・阿尾城・森寺城・飯久保城・千久里城・中村城・荒山城である。惣領コツデラ城

は空堀によって二つに仕切られた郭の周囲を切岸と一部帯郭で防御した城であるが、文献史料や伝承に

なく詳細不明である。残りの城はいずれも規模が大きな城として、氷見を代表する城郭である。

一方主郭の比高は15mから260mまでに分布するが、110m以下のものと、125m以上のものとの、二

つの傾向に分かれる。特に比高が150mを超えるものでは、小竹山城（33）は国泰寺発祥の地である摩

頂山に築かれ、宗教施設との関連が指摘される城であり、残りの三例はいずれも能越国境に築かれた城

である。

第2表で丸く括ってA群としたのが付編史料一とこにみえる城郭である。これらのうち稲積城は、史

料にみえる三角山城の可能性が指摘されている（氷見市教委1992）。また、師子頚城は高岡市の守山城

に比定されること、閣間要害と氷見城は現地比定ができていないことから、表から省いてある。

A群に、観応3年（1352）の天野遠改代堀籠宗重軍忠状（天野文書）にみえる水谷城（16）を加える

と、南北朝期の城郭の特徴として、主郭の規模が小さく、比高が7ト110mの地点に城が築かれるとい

う傾向がうかがえる。

また、応安年間（1368～75）に備後国から上庄池田村に入部した三善朝宗の居城である池田城（22）

が、A群に近い要素をもつことも見て取れる。
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第2表　氷見市内主要城郭の規模・立地傾向
※A群は、付編史料一・二にみえる城郭

1：一夜城　　　　　12：芝峠城
2：白河城　　　　　13：荒山城

23：一の島（岩瀬）城
24：島崎城

3：字波城　　　　　14：石場山（柴峠）城　　25：久津呂城
4：阿尾城　　　　　15：稲積城

5：阿尾島尾山砦　　16：水谷城
6：山崎城　　　　　17：木谷城
7：八代城　　　　　18：千久里城
8：八代西城　　　　19：中村城
9：指崎城　　　　　　20：飛滝城
10：森寺（湯山）城　　21：新保城
11：海老瀬城　　　　　22：池田（小浦）城

－22－

26：高松城
27：堀田城
28：神代城
29：飯久保城
30：惣領砦
31：惣領コツデラ城
32：御林山（鞍骨山）城
33：小竹山（摩頂山）城

2，500ポ

（主郭の面積）
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第14図　氷見市内の南北朝期城郭（S＝1／2，500）、①宇波城②木谷城③芝峠城④白河城⑤八代西城⑥八代城⑦稲積城いずれも高岡徹氏作成（氷見市教委2001より）
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A群の城郭については、さらに第14図に縄張図を示した。これらからうかがえる特徴を列挙すると、

a）全体的に郭や堀など縄張が小ぶりである、b）主郭の周囲に帯郭がめぐる例が多い、C）縄張に自

然地形が残る、といった特徴がつかめる。

このことから、麓の村からやや離れた高所で、街道などを見通すのに都合の良い場所に、少ない工事

量で少人数の兵を配した拠点をいくつも設けるという南北朝期の戦闘の特徴が読み取れよう。

千久里城の規模をA群の規模と比較すると、第2表で示した傾向のように主郭の規模が大きいが、そ

れ以外にも全体的に縄張の規模が大きいことがわかる。また前節で示したように、南北朝期の千久里城

は出城的な性格であったとみられる。従って、南北朝期の千久里城は現在の縄張よりも小規模なもので

あった可能性が高く、現在残る遺構は戦国期に改変されたものであると考えたい。また、今回発掘調査

で確認したB郭周囲の堀も、同様の理由で戦国期のものであろう。

戦国期の干久里城

第3章で示したように、千久里城では今のところ15世紀中頃の資料が多く出土している。従って、遅

くともその頃から城の再利用が始まり、南北朝期の縄張が大幅に拡張・改変されたものと思われる。

さて、発掘調査によって、当初B郭とC郭の間が大規模な堀切によって区画されていたことが判明し

た。この堀切は、15世紀の城再利用の時に他の一連の縄張改変工事と共に構築されたものであろう。こ

の時の縄張は防御に主体がおかれ、B郭・C郭それぞれの独立性が高かったものと考えられる。

その後、B郭を取り巻く堀を改変する工事が行われ、C郭側にテラスが設けられた。この工事の目的

は、B郭の防御を堅固なまま維持するとともに、C郭への東側からの出入りを容易にするものであった

と考えられる。この改変工事が他の場所にも及んでいたかどうかは明らかではないが、少なくともこの

工事によってC郭の防御性が弱められ、B郭とは別の機能がC郭に与えられたと考えられる。山城にお

いて出入りを容易にした郭を設けたということは、すなわち、その部分における日常の居住性を高めた

ということではないだろうか。改変工事によって千久里城は、居住域を含んだ山城に改められた可能性

があるといえよう。

平地の館から山城に拠点を移すことについては、16世紀第2四半期における全国的な傾向とされ（金

子・前川1993、千田2000）、近辺の例としては能登畠山氏の七尾城があげられる（七尾市教委2002、前

川2003）。

わずかな調査事例しかなく、千久里城を拠点城郭と位置づけるにはなお検討を要するが、この改変工

事の時期については、上記の動向に沿ったものと想定し、16世紀第2四半期にあてておきたい。

ただ、千久里城の縄張には織豊系城郭の特徴となる明確な虎口や通路がみられない。また各郭間の連

絡が不寸分で独立性が強く、求心性に乏しい。これらのことから、千久里城は戦国期の途中で廃され、

織豊期までは続かなかったと考えられる。

千久里城の城主について

さて、戦国期の千久里城城主については、史料にまったく記されていない。ただ、縄張調査によって

その大規模な遺構の状況が明らかになるにつれ、その城主を国人鞍河氏とする考えが定着してきている

（高岡1990、佐伯1992）。

今回の調査から、千久里城は東側に向けて防御が堅く、その一方でC郭にみられるように東側からの

出入りに配慮していたことが判明した。すなわち千久里城は東に大手を向けていると考えられ、鞍河氏

の居城である可能性がより強まったと考えられる。
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鞍河氏の動向については、近年横澤信生氏の研究によって大きく進展し、『氷見市史』3資料編中世

にも一連の史料が掲載された。それらの成果による鞍河氏関連年表を、第3表にまとめた。

鞍河氏の出自は不明であるが、その名字から上庄川下流右岸の鞍川地区を本貫とする国人と考えられ

る。鞍川地区のうち、現在氷見市老人福祉センター寿養荘のある辺りの地名が「城屋敷（シロヤシキ）」

であることから、鞍河氏の居館跡ではないかとする説もあるが（児島1962）、今のところ地名以外に根
注

拠となる資料はない。

鞍河氏の活動の多くは、畠山氏の越中守護代神保氏の被官としてのものである。特に、永享年間には

神保氏の下で山城国乙訓郡代として活躍する一方、明応年間に将軍足利義材（義植）が越中放生津に滞

在したときは、神保氏名代として上京し、将軍の復帰について斡旋をおこなっている。

また、能登との関わりも深かったと考えられ、応永年間の初出史料からして能登での活動がみえ、応

仁・文明の内乱のおりには、越中方と能登方の間で翻弄された様子がうかがえる。さらには天文年間に

能登畠山氏重臣の勢力争いに巻き込まれている。

このように鞍河氏は、又守護代クラスの有力な国人として、越中のみならず、能登や京都にも活躍の

場を広げ、中央や北陸地域の諸勢力と政治や文芸を通して盛んに交流していたといえる。こうした活動

が千久里城の縄張にも反映していたのではないだろうか。

さらに、鞍河氏は天文19年（1550）に滅亡しており、その時点で千久里城は役割を終えた可能性が高

い。千久里城の縄張もそれを裏付けているようである。近世のほとんどの史料から千久里城が欠落して

しまったのは、織豊期以前に滅亡してしまった鞍河氏の居城であったため、佐々氏や前田氏には、越中

支配の過程で直接対象となる山城として認識されずにいたためであろう。

注

この場所は朝日山丘陵北側裾にあたり、その麓には古くから霊泉が湧いていたという。これに着目し

た地元の菊池治平が、明治30年代にこの地に鉱泉宿を開業した。その後経営者が数度交替したが、鞍川

鉱泉（鞍川の湯）として営業が続き、戦時中には日本医療団が買収し、結核保養所として運営された。

その後、昭和23年に富山県農業会が委託経営する厚生連氷見病院となり、さらに同36年氷見市に移管さ

れ氷見市民病院となった。昭和41年に市民病院が新築移転したあとは、同48年から寿養荘として存続し

ている。

このようにこの場所は古くから建物の建築・改築が相次いだため、地割など旧状を復元することはで

きず、遣物の採集もない。
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第3表　鞍河氏関連年表

応永6年（1399）頃：能登守護畠山基国の守護債として鞍河氏の名前がみえる（横澤2003）

永享元～6年（1429～34）：山城守護畠山満家、同守護代神保久吉・国宗の下に、乙訓郡代として鞍河

活貴・久利があった（82～88）

文明4年（1472）8月頃：越中は東軍畠山政長派、能登は西軍畠山義統領国であったが、鞍河氏は東軍

から西軍に寝返り、さらに東軍へ復帰するなど動揺する（105）

明応2～7年（1493～98）頃：神保氏の意を受けた鞍河誠広が、東北から熊野へ参詣する一行に対して

保護と便宜を与えるよう椎名氏側へ依頼する（128つ29）

明応6年（1497）7月：翌年7月にかけて鞍河兵庫助が上京し、将軍足利義材の復帰について周旋する

（124～126）

明応7年（1498）夏：猪苗代兼載が鞍河兵庫助第を訪れ連歌を行う（127）

天文13年（1544）：前年から続いた神保氏と椎名氏の抗争について一応の和議が成立したが、土肥・斉

藤・鞍河の紛争は続いていた（144）

天文年間中頃：椎名長常被官小間常光が諸方の有力者にあてた年賀答礼の書状案文に、鞍河平兵衛尉宛

のものが含まれる（154）

神保長職の富山城守将に鞍河備後守の名前がみえる（155）

鞍河新蔵人らが、阿努庄年貢を横領する（157）

天文15年（1546）3月：鞍河職綱、西念寺（赤毛）と白山社（仏生寺）に禁制を下す（145・146）

天文19年（1550）10月：能登畠山重臣遊佐続光と温井総貢の軍事衝突で、遊佐方に与した鞍河活房・活

経父子が討死する（150・151）

永禄年間（1558～70）：鞍河平兵衛尉旧跡耳浦・川尻代官職について、土肥筑前と長沢某が争う（175）

※末尾の数字は『氷見市史』3資料編一の中世史料番号と一致する。
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（1）千久里城跡空中写真（西から）

（2）干久里城跡空中写真（西北から）



図

嬰

（1）B郭東側の空堀（北から）

（2）B郭東側の空堀（南から）



（3）Iトレンチ土層（南から）



（1）B郭・C郭間の堀切（東から）

（2）B郭・C郭間の堀切（西から）



（1）Ⅱトレンチ（東から）

（2）Ⅱトレンチ土層（東から）

（3）Ⅱトレンチ土層（東から）
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（1）C郭・D郭間の堀切（東から）



図
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七

（1）B郭とその土塁（南から）

（2）B郭とその土塁（西から）

（3）B郭からA郭を望む
（北から）



（1）C郭とその土塁（南から）

（2）作業風景（北から）

（3）出土遺物
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